
江の川に架かる橋 ～in江津～
大島 清司 

１ ． はじめに

江の川には古く からたく さんの橋が架けられ、経済や産業をはじめ人々の

生活を支えている。  

 江の川に沿って江津から大和村までドライブをすると、いく つもの橋を見

かけることができる。アーチ橋あり、 ト ラス橋あり、吊り橋ありで、まるで

橋の展覧会を見ているようである。  

「 江の川橋梁群調査研究部会」 では、 平成 25 年度より、 江の川に架かる

橋梁の建設経緯や歴史の検証（ 後世への引継ぎ）、橋梁の基本緒元（ 架設年・

構造形式・ 施工方法） の整理、現地視察を行っている。

 平成 27 年度は下流域（ 江津市内） の範囲について現地視察を行った。 ま

た、「 橋梁の建設経緯」 について資料収集を行った。

２ ． 下流域の現地調査

 現地調査

調査日： 平成27年7月11日（ 土）  

参加者： 余村、村上、幸前、 岸根、 西田、 成相、 大塚、 松浦、大島 

 調査範囲： 鹿賀大橋～江川橋までの８橋を調査 

     （ 昨年度、工事中であった吾郷大橋の調査も行った）  

▲平成 27 年度 現地調査範囲 

「 浜田河川国道事務所管内図より 」  

①江川橋  ②郷川鉄橋  ③新江川橋  

④松川橋  ⑤桜江大橋  ⑥大貫橋 

⑦川越大橋 ⑧鹿賀大橋 

②

③ ④

⑤

⑥

①
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⑧

-157-



３ ． 橋梁の概要 ～江津編～

江の川は美しく 素晴らしい景観がある。しかし一度洪水になると田畑を荒

らし、 人命も奪う暴れ川である。

 大河によって隔てられた流域の人々にとって、何時でも渡れる橋は長年の

願望であったであろう 。

最初の架橋は、上江川橋であり、 明治 37 年 6 月、 船を浮かべて橋板を並

べる舟橋が架けられた。 これが江の川にかかる最初の橋であった。  

喜びは束の間、翌年には洪水で流出している。大正6年に鉄柱式板橋を架

けたが同9年に流出し、 翌年にコンクリート 鉄橋が架けられている。  

（ 上江川橋は新江川橋の架橋に伴い、 平成５年に撤去されている。）  

此の外、 江の川に架かる橋は、 大正 12 年に川本の吊橋が架けられただけ

である。この2橋を除けば、船渡しから架橋への近代化が始まるのは戦後か

らである。  

かなり遅い近代化ではあるが、江津市には、江の川に架かる橋が8橋ある。  

河口の国道9号線の江川橋から順次、 調査結果と建設経緯を述べる。

3. 1 江川橋

河口に一番近い、JR山陰本線郷川鉄

橋と並行してかかっている長大橋で

ある。  

国道整備（ 当時は国道18号線） の

ために昭和22年7月20日に起工し、

満3年の歳月をかけ、昭和25年7月

13日竣工した。  

 所 在 地   江津市渡津町-江津町（ 国道9号）  

 橋 長  488. 5ｍ 

 幅 員  6. 6ｍ 

 構 造  13径間連続ゲルバー型鋼板橋 

 建 設 年  昭和25年 

 鋼 材 重量  総重量784. 36ｔ 、 ゲルバー型鋼鈑桁713. 36t  

 使用延人員   67, 550人 

 主 要 材料    鉄筋337. 3t  

セメント 1828t（ ポルト ランドセメント 、シリカセメント ）  

砂利5223m3（ 江川筋江津町地内産）  

砂 2612m3（ 江川筋江津町地内産）  
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3. 2 郷川鉄橋

明治25年に公布された鉄道

敷設法によって山陰線も予定

路線としてとりあげられた。  

 郷川鉄橋は山陰本線中最長

の鉄橋で長さ 486m。 大正5年

に着工している。  

 この橋の建設には多く の資

材が必要であったが、 第一次

世界大戦中であったため、 そ

れらが値上がりし、 予想外の

経費を費やすことになったと

いわれている。  

 その上、貨車・ 船舶の不足から材料の輸送も遅延し、さらに大正6年9月

山陰地方を襲った台風に見舞われ、半ば出来上がっていた 12 本の橋脚のう

ち、第8, 9橋脚が大きく 傾き、作り直さなければならなかったなど悪条件が

重なり工事は著しく 遅延したと記録が残っている。  

 さまざまな障害を乗り越えて完成したのは大正9 年 12 月であり、 開通当

初は福知山線以西の山陰線における唯一のト ラス橋であった。  

▲建設中の工事写真「 土木学会附属土木図書館 土木貴重写真コレクショ ンより 」  

所 在 地 江津市渡津町-江津町（ JR山陰本線）  

橋 長 486. 2ｍ 

構 造 5連下路式ワーレント ラス 

建 設 年 大正9年12月 
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3. 3 新江川橋

山陰自動車道の建設工事が進み、その

一環として江津バイパス工事が進めら

れた。  

昭和61年10月から新江川橋の建設が

進み、 7年の歳月をかけて平成5年に開

通した。  

平成4年度土木学会田中賞作品部門受

賞。（ HPでは鳥取県江津市と記載されて

いる）  

所 在 地  江津市渡津町-江津町（ 国道バイパス・ 市道）  

橋 長  378. 3ｍ 

構 造  4径間連続ダブルデッキト ラス橋 

架 橋 年  平成4年 

特 徴 ①ト ラス主溝は、 国道の平面線形が曲線であることから 4 ヵ

所で格点折れとなっている。  

②景観を考慮して、 中間支点の下路歩道部にバルコニーを、

また車道と歩道の間に植栽を設けている。  

③架設工法は、 ベント 併用のト ラベラークレーンによる片持

ち工法を採用。  

④架設時の風に対する検討および塩害に対する塗装に配慮が

されている。  

3. 4 松川大橋

歴史の町松山城下松川町市

村と対岸の川平町川上を結ぶ

重要な橋である。  

 JR三江線の開通後は、 対岸

の川平町には川平駅があり、

恩恵・ 便宜を受けていた。 一

方、松川町側は江の川があり、

渡し船を利用して対岸の駅に

行く しかなかった。  

 危険で不便な船渡しから脱

したいという松川町民の念願
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が叶い、昭和28年に工事に着工した。昭和32年5月9日、松川町側の橋詰

で盛大な完工式が行われている。  

 この橋はアーチ式で、 観光の名所となることが期待されていた。  

所 在 地 江津市松川町-川平町（ 県道221号線）  

橋 長 188. 1ｍ 

構 造 2径間連続ランガート ラス橋 

架 橋 年 昭和31年8月 

3. 5 桜江大橋

桜江町谷住郷地区と川戸地

区を結ぶ交通の要所で、 住民

の日常生活は勿論、 行政上か

らも重要な橋である。  

 江戸時代には住郷口番所が

おかれ、船渡し場であった。  

 戦後、 道路網の整備、 三江

線の開通と人々や物資の交流

がまし、 橋の建設の要望が強

く なり、 谷住郷架橋協議会を

結成し、 建設運動を行った。  

 最初の橋は、昭和25年5月に単構橋・ 吊橋併用橋が完成している。  

 現在の橋は、 江の川の氾濫で桜江中心部が壊滅的は打撃を受けた昭和 47

年の災害に被災後、 昭和 52 年に架け替えられたものである。 この時はグレ

ーに塗装されている。  

 昭和 62 年に町のシンボルカラー３色に塗り替えられている。 桜江町が江

の川を生かした“ 川の野外美術館構想” の一環として「 町を象徴する桜色を

メーンに、周囲の自然に調和する空色を上部、萌黄色を底辺部に配し、全体

では桜並木を表す」 三色の塗装を強く 要望した。  

所 在 地 江津市桜江町谷住郷-川戸（ 県道41号線）  

橋 長 211. 12ｍ 

構 造 下路式3連平行弦ワーレント ラス橋 

架 橋 年 昭和52年3月 
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3. 6 大貫橋

 桜江町大貫と田津の間の江の川

をまたぐ農道橋の要望は古く から

あったが、 実現は難しかった。 し

かし、 川越大橋が再架橋されるに

及んで要望が強く なった。  

 下大貫の人々は自分の農地と三

江線田津駅とを結ぶ橋を架けるこ

とが長年の夢であり、 熱心に要望

運動を行う傍ら、自分たちも寄付金を出費し、建設費の一部にあてたと記録

がある。  

 こう した努力が実り、 昭和42年9月に着工され、 44年3月に竣工した。  

所 在 地 江津市桜江町大貫-田津（ 市道久井谷線）  

橋 長 231. 40ｍ 

構 造 合成鋼桁 

架 橋 年 昭和44年3月 

3. 7 川越大橋

 初代の橋は戦後まもない旧

川越村の時代、昭和27年に農

道橋として着工した。 費用は

地元負担の上、 技術者が不足

し、 工事が難航したが、 昭和

29年7月に完成。橋長130ｍ、

幅 3ｍの吊橋で車は通れなか

った。この橋は、昭和40年の

水害にて流出している。  

 自動車の増加と地域発展の

必要性から、 永久的な橋の建

設が望まれ、町村合併もあり、

新市長を始め行政や地域住民

が一体となった建設計画を立案し協力を求めた。  

 昭和41年3月に着工し、長さ 135ｍ、幅員4ｍ、プレート ガータ橋と補助

橋65ｍを附した 2第目の川越大橋が昭和42年3月27日に竣工した。  

 その後、昭和47年、58年に大水害が発生し、平成11年にも被害が起こる

▲３代目川越大橋（ 左側） と２ 代目川越大橋（ 右側）

平成18年撮影 
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など川越地区は度々災害に見舞われ、早急な整備が必要であった。  

 川越地区・ 大貫地区の河川改修工事に着手し、堤防事業が進められてきた。 

川越大橋の改築も論議され、平成14年から工事が始まり、橋長212ｍ、幅

員9. 75ｍの永久橋となった。  

所 在 地 江津市桜江町大貫-川越（ 市道渡田・ 大貫線）  

橋 長 212. 2ｍ 

構 造 PC3径間連続ラーメン箱桁橋 

架 橋 年 平成19年1月 

3. 8 鹿賀大橋

 松ヶ崎、 坂本、 尾原から

は対岸の鹿賀には三江線の

駅があり、 通勤・ 通学・ 病

院に行く のは都合がよい。     

早く 渡し船から脱して、

他地域のよう な橋がほしい

という願いをもっていたが、

なかなか実現しなかった。  

 ようやく 平成 6 年に着工

の運びとなり、同14年4月

に完成した。 鹿賀大橋は T

ラーメン構造の片持ち張り出し架設橋として、支間長が道路橋では日本一で

あった。（ 平成13年7月時点）  

所 在 地 江津市桜江町鹿賀-川本町松ヶ崎（ 市道鹿賀・ 松ヶ崎線）  

橋 長 218ｍ 

構 造 PC2径間連続ラーメン箱桁橋 

架 橋 年 平成14年3月 
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４ ． おわりに

平成27年10月3日に美郷町観光協会主催の「 みさと♪みちく さ日和 美

郷橋物語」 に参加をした。参加者が本当にいるのか？と思っていたが、私の

予想を超えた参加人数であった。  

▲美郷橋物語（ 案内）  美郷町観光協会HPより       ▲参加メンバー（ 技術士5名）  

一般の方でも、橋に興味を持っていられる方が多いことが、本研究会の収

穫であった。 この研究会の向かうべき一つの方向かもしれない。  

10月末日より、三江線の廃止問題が大きく 新聞等で報道されている。どう

なるのか心配である。江の川に架かる鉄道橋も魅力がある。江の川第１橋梁

は人が通ることができる鉄道橋であり全国的にも少ない。（ 他にあるのか

な？）  

 次年度は、三江線と橋梁、橋に対する地域の方々の思いなどを調査してみ

たいと思う 。  
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